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感染症発生動向調査委員会報告 11月 

 

 

【患者定点からの情報】 

市内の患者定点は、小児科定点：88か所、内科定点：57か所、

眼科定点：18か所、性感染症定点：26か所、基幹（病院）定点：3か

所の計192か所です。なお、小児科定点は、インフルエンザと小児

の13感染症を報告します。内科定点はインフルエンザのみを報告

します。従ってインフルエンザは、小児科と内科で、計145定点から

報告されます。 
 

平成21年10月19日から11月22日まで（平成21年第43週から第47

週まで。ただし、性感染症については平成21年10月分）の横浜市感染症発生動向評価を、標記委員会に

おいて行いましたのでお知らせします。 
 

全数把握の対象 
 
＜コレラ＞ 

11月の報告数は、25日現在で１例です。渡航地はインドでした。 
 
＜パラチフス＞ 

1例です。渡航地はインドでした。 
 
＜細菌性赤痢＞ 

1例です。渡航地はインド・ネパールでした。 
 
＜腸管出血性大腸菌感染症＞ 

3例です。今年は1月からの累計で80例の報告があり、昨年同期の63例に比べると、やや多い値です。 
 
＜レジオネラ症＞ 

1例です。感染経路は不明です。今年の累計は16例で、昨年同期の30例に比べると少なめです。 
 
＜麻しん＞ 

1例です。予防接種歴は不明です。今年の累計は42例で、昨年同期の1479例より、著減しています。 

引き続き予防接種の勧奨が必要と思われます。麻しんは平成20年1月から感染症法の5類感染症の全

数把握の対象となり、診断した医師は届出が義務付けられています。 

http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/index.html 
 
＜つつが虫病＞ 

1例です。全国的に、秋春に患者が報告されています。山等へのレジャーの際には、手足を露出しない、

山道を逸れない等、ダニにさされないような対策が必要です。 

つつが虫病についてはこちらをご参考下さい。 

http://idsc.nih.go.jp/idwr/kansen/k02_g1/k02_13/k02_13.html 

≪今月のトピックス≫ 

● インフルエンザは第45週から連続して減少していますが、この3週間で、0～4歳は増加してい

ます。 

年齢層別報告数は、第43週から5～9歳の年齢層が最も多く、約40％を占めています。 

● 市内でのインフルエンザ入院サーベイランスの半数は5～9歳です。脳症好発年齢への注意が

必要です。 

● 今シーズンの病原体定点からのウイルス検出状況では、すべてＡＨ1pdmであり、季節性イン

フルエンザは認められていません。 

● 冬の感染症については、大きな流行はまだ認められていません。 

平成2１年 週－月日対照表 

第43週 10月19～25日 

第44週 10月26～11月1日 

第45週 11月 2～ 8日 

第46週 11月 9～15日 

第47週 11月16～22日 






